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『1995 年 4 月～2013 年 3 月まで川崎医科大学附属病院血液内科外来に HIV 検査陽性

で受診された方へのお知らせ』 

 

「HIV 感染者 AIDS 患者における他者告知の現状と背景要因の関連性の検討」に  

関する研究 

 

 当部署では，川崎医科大学・同附属病院倫理審査委員会の承認を得て，1995 年 4

月～2013年3月までの期間にHIV検査陽性で川崎医科大学附属病院血液内科外来に受

診された方を対象として，HIV 感染者 AIDS 患者さんの他者告知の現状と背景要因の関

連性に関する研究を実施します。 

 本研究は，1995 年以降受診された HIV 感染者 AIDS 患者さんの周囲の方への告知の

現状と背景要因（年齢・性別・受診した動機・感染経路・HIV 検査陽性告知から当院

受診までの期間・職業・同居家族の有無・パートナーの有無）との関連性を示し，今

後，患者さんが周囲の方への病名告知時の支援方法を検討することを目的としており

ます。 

 この研究をするために必要な資金をスポンサーから提供してもらうことにより，そ

の結果に利害が発生し，結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反といい

ます。この研究では，部署内研究費のみを使用するため，このような深刻な利益相反

の状態にはなっていません。 

本研究とは直接の関係はありませんが，血液内科学教室として Meiji Seika ファルマ

株式会社，大日本住友製薬株式会社，大塚製薬株式会社，一般社団法人日本血液製剤

機構，ブリストル・マイヤーズ株式会社，アステラス製薬株式会社，中外製薬株式会

社，MSD 株式会社，エーザイ株式会社，協和発酵キリン株式会社，大正富士医薬品

株式会社，塩野義製薬株式会社，大鵬薬品工業株式会社から学術助成金を受領してい

ます。このことについては事前に本学の利益相反委員会へ申告し，適正に管理されて

おり，本研究課題では，直接関係のない企業です。 

本研究は，データのみ収集する観察研究であり，患者さんの個人情報を抹消した状態

で研究をおこないます。したがって，患者さんの個人情報が外部に漏れる心配は全く

ありません。しかし，ご自身のデータが利用されることについてご同意いただけない

場合は，下記までご一報くださいますようお願いいたします。なお，同意撤回につい

ては，学会発表後の撤回はできません。 

 そのほか，ご不明な点がございましたら，下記までお問い合わせください。 

 

問い合わせ先 

担 当 部 署：川崎医科大学附属病院 腎尿路・血液・糖尿病センター 

担 当 者 ：渡邉 三恵子 

T  E  L ：086-462-1111（内線：23607） 

F  A  X ：086-464-1194 


